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Ⅰ．はじめに

　沖縄県内でのきのこ類主要産地である沖縄島北部地域の平均気
温は，年間を通して 15 ℃以上の日が 340 日程度で（2011 年～
2015 年の平均），菌糸の生長が停止する 10 ℃以下（関谷，
2016）の日はなく , アラゲキクラゲ（Auricularia nigricans）栽
培に適している（図－ 1）。1990 年以降の県内のアラゲキクラゲ
生産量は，2005 年のピーク時には 19 . 6 t の生産量があった（図
－ 2）。しかし，生産量は害菌被害が広がったことなどが原因で
安定しなかった。
　2012 年から県内産おが粉による栽培が開始されアラゲキクラ
ゲの生産量は増加傾向にある（図－ 2）。しかし，県内のアラゲ

キクラゲ生産は菌床による生産開始当初から，県外産菌床に頼っ
ており，アラゲキクラゲ栽培に適したおが粉樹種や培地組成につ
いての情報の蓄積が少ない。そこで，アラゲキクラゲ栽培に適し
た培地基材を検討するための栽培試験を実施した。

Ⅱ．材料と方法

1．2015 年栽培試験
　供試した培地基材はタイワンハンノキ（Alnus japonica var. 
formosana），アカギ（Bischofia javanica），イタジイ（Castanopsis 

sieboldii），ブナ（Fagus crenata），コーンコブとした（培地の
略記号は順にAj，Bj，Cs，Fc，Cc と記す）。培地基材としてタ
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図－ 1．2011 年から 2015 年までの名護市と
　　　  熊本市の平均気温（気象庁より）

図－ 2．沖縄県のアラゲキクラゲ生産の推移
　　　　  （特用林産物生産統計調査より）



Kyushu J. For. Res. No. 70　2017. 3

126

イワンハンノキは早生樹であること，イタジイは沖縄島北部地域
の主要樹種であること（沖縄総合事務局，1998），アカギは金城
ほか（1989）による菌糸生長試験により上記 2樹種よりも菌糸生
長量が大きかったことから上記 3樹種を選定した。ブナ，コーン
コブは県外産であるが参考基材として選定した。アラゲキクラゲ
種菌は，あらげきくらげ 89 号（森産業株式会社）を使用した。
　培地含水率は 65 %となるように培地基材へ予め注水し混合し
た。翌日の 2015 年 5 月 26 日，袋詰め直前にフスマを加え，よく
混合し，菌床の作成・滅菌を行った。種菌の接種は 5月 27 日に
行った。フスマの添加割合は絶乾重比でおが粉：フスマ = 9：1
とした。袋へのつめ量は，1 . 5 kg とした。滅菌は株式会社平山
製作所製オートクレーブHG‒133 により 121 ℃で 90 分間行った。
滅菌完了後培地をビーカーに 10 g 量り取り，イオン交換水を
25 ml 注ぎ，24 時間 5 ℃のインキュベータに静置後，pHを測定
（F‒74，株式会社堀場製作所製）した。
　菌床の培養は空調機器の設定温度を 23 ℃に設定し，暗黒条件
とした実験室内で行った。培養期間は 5月 28 日から７月 27 日ま
での 61 日間とした。子実体の発生は外側の上面に遮光ネット張
り，内側にビニールハウスを設置した簡易施設内で行った。子実
体発生期間中の散水は 6時間おきに 4分間ミスト散水を行った。
発生処理は 7月 27 日に，菌床の長い側面の片側に 5 cm 間隔で
縦方向に 5 cmのスリットをカッターナイフで 3本入れた。収穫
は 1日 1回行い，子実体が発生しなくなった 12 月 14 日まで行っ
た。生重の測定は収穫後直ちに行った。各試験区の供試菌床数は，
アカギ区のみ 8個で，それ以外の区は 10 個とした。
2．2016 年栽培試験
　培地基材はコーンコブをイタジイで 0，25，50，100 ％置換し
供試した（略号は順に Cc 100，Cs 25，Cs 50，Cs 100 と記す）。
種菌は，あらげきくらげ 89 号（森産業株式会社）を使用した。

　培地含水率は 65 %となるように培地基材へ予め注水した。そ
の際，上水道水に pH調整剤として消石灰を培地重量の 0 . 5 ％添
加した。翌日の 2016 年 3 月 4 日，袋詰め直前にフスマを加えた。
フスマの添加割合は絶乾重比でおが粉：フスマ = 4：1とした。
袋へのつめ量は，1 . 5 kg とした。滅菌及び滅菌完了後の pHを
測定は，2015 年栽培試験と同様の方法で行った。種菌の接種は 3
月 5日に行った。菌床の培養は条件は，2015 年栽培試験と同様
とした。培養期間は 5月 13 日までの 71 日間とした。子実体の発
生条件は 2015 年栽培試験と同様とした。発生処理は 5月 13 日に，
2015 年栽培試験と同様の方法で行った。収穫は 1日 1回行い，
子実体が発生しなくなった 8月 28 日までとした。生重の測定は
収穫後直ちに行った。各試験区の供試菌床数は，Cc 100 区のみ 4
個で，それ以外の区は 6個とした。
　収穫量の統計解析は，2015 年，2016 年栽培試験共に「R 
ver. 3 . 2 . 5」，パッケージ「multcomp ver. 1 . 4‒6」を使用し，
Tukey 法による多重比較検定（危険率 5％）により行った。
　累積収穫量は，それぞれの試験区の総収穫量を供試菌床数で除
した統計量の当該収穫日までの合計とした。

Ⅲ．結果と考察

1．2015 年栽培試験
　各培地基材での菌床 1個あたり収穫量は，図－ 3のとおりで
あった。Tukey 法による多重比較検定の結果，Cc 培地が他の全
ての培地に対して収穫量が有意に多かった（図－ 3左）。また，
沖縄島北部地域の主要樹種である Cs 培地が他のすべての区に対
して収穫量が有意に少なかった（図－ 3左）。
　各培地の pH はそれぞれ Cc：4 . 69，Aj：4 . 86，Bj：5 . 13，
Fc：4 . 88，Cs：4 . 54 であった。培地 pHを矯正することによっ

図－ 3．培地基材別収穫量と累積収穫量（2015 年栽培試験）
箱中の太線が中央値，箱の下端が第一四分位，箱の上端が第三四分位，ヒゲの両端が箱の長さの 1 . 5 倍以内にある最大値および最小値。
異なるアルファベットは 5 %の危険率で有意差あり。
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て収穫量の改善が見込まれると思われた。
　各培地基材での累積収穫量（図－ 3右）には，以下の特徴が
あった。最も収穫量が多かった Cc は発生処理から収穫初日まで
に要する日数が最も長く，収穫期間後半まで子実体を収穫するこ
とができた。一方で，他の培地は発生処理から収穫初日までは，
同程度であった。また，Cc 培地は発生処理日から 70 日目（発生
期間の中間点）における収穫量は全収穫量の 6割に留まった。他
の培地については，70 日目までで，8～9割の収穫量があった。
2．2016 年栽培試験
　各培地基材での菌床 1個あたり収穫量は，図－ 4のとおり，イ
タジイおが粉の割合が増えるに連れて収穫量が減少する傾向と
なった。Tukey 法による多重比較検定の結果は図－ 4のとおり

となった。各培地の pHはそれぞれCc 100：5 . 73，Cs 25：6 . 28 ，
Cs 50：5 . 85，Cs 100：6 . 11 であった。Cs 100 の平均収穫量は
666 . 8 g/ 菌床となり，Cc 100 の 893 . 0 g/ 菌床と比較して有意に
少なかった（図－ 4左）。各培地基材での累積収穫量は，2015 年
栽培試験と同様の傾向にあった（図－ 4右）。すなわち，Cc 100
培地は発生処理から収穫初日までに要する日数が 27 . 5 日間，イ
タジイを混合した培地では約 12 日間と，Cc 100 培地が有意に長
かった（図－ 5，Tukey 法による多重比較検定）。Cc 100 培地は
収穫量が最も多かったものの，発生処理から初回収穫までに要す
る日数が最も長いデメリットがあった。しかし，このデメリット
もイタジイを 25 %混合することで同等程度の収穫量を確保しつ
つ，初回収穫にまで要する日数を短縮できることが明らかになっ
た。
　一方で，原材料の地産地消の機運が高まりつつあるため，今後
は，沖縄島北部地域の主要樹種であるイタジイを主体とした菌床
の収穫量を最大化するための技術開発が求められる。
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図－ 4．培地基材別収穫量と累積収穫量（2016 年栽培試験）
アルファベットの説明は図－ 3に準ずる。

図－ 5．発生処理から初回収穫にまで要した日数
アルファベットの説明は図－ 3に準ずる。


